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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
は
長
丁
場
の
取
り
組
み
だ
が
、

感
染
の
全
体
像
と
収
束
の
出
口
戦

略
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
当

面
生
活
や
雇
用
・
事
業
の
立
て
直

し
が
急
務
で
す
が
、
今
後
の
生
活

経
済
社
会
の
在
る
べ
き
姿
を
描
き

共
有
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
今

回
露
呈
し
た
課
題
を
検
討
し
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
す
る
こ
と
及
び
多

様
な
道
の
活
用
を
祈
念
し
、
以
下

に
２
点
述
べ
ま
す
。

　
ま
ず
〝
集
中
か
ら
分
散
へ
〞。

コ
ロ
ナ
感
染
は
人
口
集
中
の
大
都

市
の
脆
弱
性
を
顕
在
さ
せ
た
。
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
活
用
に
よ
る

テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
の
進
展
に
よ
り
地
方
の
居
住

と
大
都
市
に
在
る
企
業
へ
の
就
職

の
両
立
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。〝
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
〞

を
再
評
価
し
、
過
度
な
大
都
市
へ

の
人
口
集
中
を
緩
和
し
、
地
方
へ

の
分
散
を
図
る
「
国
土
強
靭
化
」

の
加
速
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
共
に
街
道
の
文
化
で
培
わ
れ

た
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
地
方
の

特
色
あ
る
自
立
的
発
展
を
促
す

「
地
方
創
生
」
の
強
化
が
求
め
ら

れ
る
。
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て

の
道
の
駅
の
活
用
と
〝
点
か
ら
線

へ
〞
の
展
開
を
促
進
す
る
日
本
風

景
街
道
の
活
用
を
期
待
し
た
い
。

　
次
に
〝
生
活
経
済
社
会
を
支
え

る
下
部
構
造
の
強
化
〞
で
す
。
コ

ロ
ナ
感
染
で

医
療
現
場
の

他
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
や
各
種
給
付
・
助
成
担
当

窓
口
の
脆
弱
性
が
露
呈
し
た
。
財

政
再
建
至
上
主
義
に
よ
る
人
員
や

予
算
の
長
年
に
亘
る
削
減
の
結
果

で
す
が
、
生
活
経
済
社
会
を
支
え

る
下
部
構
造
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
・

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
も
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
両
面
に
亘
り
脆
弱
化
し
て
い

る
。
上
部
構
造
の
生
活
経
済
社
会

の
進
展
に
応
じ
て
そ
れ
を
支
え
る

下
部
構
造
の
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
上
下
部
構

造
に
よ
っ
て
健
全
な
生
活
経
済
社

会
が
実
現
し
得
る
。
イ
ン
フ
ラ
強

化
へ
の
投
資
は
当
面
の
経
済
立
て

直
し
の
み
な
ら
ず
将
来
世
代
の
基

盤
・
資
産
と
な
り
ま
す
。
先
の
通

常
国
会
で
成
立
し
た
法
律
に
基
づ

き
、「
民
間
と
連
携
し
た
新
た
な

交
通
結
節
点
づ
く
り
の
推
進
」
や

「
地
域
を
豊
か
に
す
る
歩
行
者
中

心
の
道
路
空
間
の
構
築
」
等
の
活

用
を
期
待
し
た
い
。
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パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
多
様
な
道
の
活
用に

コ
ー
ス
を
変
え
、
２
日
目
の
宿

泊
先
栃
木
に
着
い
た
。
こ
こ
で
も

客
た
ち
か
ら
の
興
味
本
位
の
目
線

と
、
夜
通
し
騒
ぐ
騒
音
に
悩
ま
さ

れ
た
が
、
翌
日
の
今
市
で
は
ゆ
っ

く
り
休
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
バ
ー
ド
は
事
前
情
報
か
ら
、
日

（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長

　鐙
啓
記
）

光
を
訪
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
宿
は
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
の

前
身
で
、
外
国
人
客
を
受
け
入
れ

る
金
谷
カ
ッ
テ
ー
ジ
・
イ
ン
で
、

そ
の
建
物
は
現
存
し
て
い
る
。

　
日
光
に
は
12
日
間
滞
在
し
た
。

そ
の
間
、
日
光
東
照
宮
、
中
禅
寺

湖
、
華
厳
の
滝
、
湯
元
温
泉
な
ど

を
観
光
し
、
小
学
校
の
授
業
の
見

学
、
町
で
の
買
い
物
な
ど
を
し
て

過
ご
し
た
。「
私
は
〝
結
構
〞
と

い
う
資
格
が
あ
る
」
と
日
記
に
書

く
く
ら
い
、
日
光
を
堪
能
し
た
。

日
光
か
ら
新
潟
に
向
か
う
コ
ー
ス

選
択
に
悩
ん
だ
。
持
参
の
ブ
ラ
ン

ト
ン
製
の
日
本
地
図
を
眺
め
、
最

終
的
に
日
光
か
ら
会
津
を
通
り
新

潟
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

　「
私
は
田
島
に
行
き
ま
す
」
と

宣
言
し
、こ
れ
ま
で
と
は
違
う「
未

踏
の
道
」
を
通
る
決
意
を
し
た
。

人
力
車
は
東
京
に
帰
し
た
の
で
、

調
達
し
た
２
頭
の
馬
に
乗
り
、
下

野
街
道
で
鬼
怒
川
、藤
原
を
通
り
、

山
王
峠
を
越
え
て
会
津
に
入
っ

た
。

芝浦工業大学客員教授
谷口博昭

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
無
い
旅
館

　
旅
の
準
備
と
東
京
見
物
に
20
日

間
か
け
、
バ
ー
ド
と
通
訳
の
伊
藤

は
、
英
国
公
使
館
を
６
月
10
日
に

出
発
、
３
台
の
人
力
車
で
日
光
街

道
（
奥
州
街
道
）
を
北
上
し
た
。

パ
ー
ク
ス
が
手
配
し
て
く
れ
た
、

訪
問
範
囲
が
限
定
さ
れ
な
い
特
別

旅
券
は
袋
に
入
れ
腰
に
下
げ
た
。

　
広
々
と
し
た
関
東
平
野
は
田
植

え
の
最
中
で
、
日
本
式
の
稲
作
を

興
味
津
々
で
見
つ
め
た
。
街
道
沿

い
で
は
次
々
と
村
が
現
れ
、
畑
作

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
道
端

の
茶
屋
で
休
憩
し
た
り
、
道
沿
い

で
煙
草
を
吸
っ
た
り
し
な
が
ら
、

初
日
の
宿
泊
地
粕
壁
（
春
日
部
）

の
宿
に
午
後
５
時
に
着
い
た
。

　
２
階
建
て
で
女
中
が
30
人
ほ
ど

い
る
旅
館
だ
っ
た
。
部
屋
は
障
子

と
ふ
す
ま
で
仕
切
っ
た
12
畳
程
度

れ
、
お
経
や
三
味
線
、
太
鼓
の
音
、

大
き
な
話
し
声
に
悩
ま
さ
れ
た
。

ベ
ッ
ド
も
状
態
が
悪
く
、
ろ
く
に

眠
れ
な
い
ま
ま
朝
を
迎
え
た
。

日
光
、
結
構

　
利
根
川
を
渡
っ
て
例
幣
使
街
道

の
広
さ
で
、
畳
は
無
数
の
ノ
ミ
の

住
処
に
な
っ
て
い
た
。
蚊
帳
の
中

に
持
参
し
た
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
、

ゴ
ム
製
の
風
呂
を
セ
ッ
ト
し
、
食

事
も
蚊
帳
の
中
で
と
っ
た
。

　
夜
に
な
る
と
外
国
人
へ
の
興

味
か
ら
何
度
も
障
子
が
開
け
ら

イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

日光で泊まった金谷カッテージ・イン

日光杉並木。バードは世界で最も壮大な記念物と記している

２

高橋練染株式会社　　京都府京都市右京区山ノ内宮脇町 1-1　TEL075-802-3111
KOKORO CARE 事業部　　www.kokorocare.jp/

アグリパークゆめすぎと
古川好宏代表取締役

東京ドーム 2個分の広大な敷地に農

埼玉県杉戸町才羽 823-2
埼葛広域農道　TEL.0480-38-4189

産物直売所、花屋、食堂のほか公園、自由に遊
べる広場、遊具、大人気のバーベキュー広場が
あります。年間を通じて旬の野菜を収穫体験で
きる農園もあり、家族ぐるみで一日中自然とふ
れあいながら楽しめる公園を目指しています。

いいで
安達純一駅長

　新潟県と宮城県を結ぶ国道の中間地点

山形県飯豊町松原 1988
国道 113 号　TEL.0238-86-3939

にあり、地元のみならず県内各地のお土産品や美
味が一堂に会した味の交差点。野菜や果物が豊富
で、特に春は山菜、秋はキノコ類など新鮮な旬の
食材がおすすめです。季節ごとにさまざまなイベ
ントも開催しており、1年中お楽しみいただけます。

みずなし本陣ふかえ
金崎巧支配人

雲仙普賢岳噴火の教訓を伝える「土

長崎県南島原市深江町丁 6077
国道 251 号　TEL.0957-72-7222

石流被災家屋保存公園」を併設し、施設内には大
火砕流土石流の体験館があります。食堂では郷土
料理の具雑煮鍋や島原手延べそうめんを使用した
料理がおすすめです。売店では当駅自家製の島原
納豆味噌で漬け込んだ「からすみ」が人気です。
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